
「岩手県漁業担い手育成ビジョン2016-2019」 の概要【素案】 

３ 現 状 

平成２８年２月１日時点版 
岩手県農林水産部水産振興課 

５ ビジョンの基本目標 

２ ビジョンの位置付け（漁協の「地域再生営漁計画」との関係） 

【策定の主旨】 地域漁業を振興するため、関係者と本県の漁業を取り巻く現状や課題に対する認識を共有し、連携して地域漁業の担い手を確保・育成するための指針とするもの。 

全県的な 
取組指針 
関係者との 
「協働」 

地域の個
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を活かし
た 取 組 

１ 目指す姿（各地域における持続的な漁業の実現） 

推
進 

【基本理念】 ひと（漁業担い手）を地域漁業のかなめとして、「ひとが創る地域漁業、ひとを
創る地域漁業」 を目指します。 

４ 二つの視点から見た課題・施策の展開 

１ 中核的漁業経営体の育成 
 (1) 経営体の意欲に応じた養殖施設の配分 
 (2) 地域毎の経営体の育成目標の明確化 
    （規模・数等） 
 (3) 経営体毎の生産性の把握・評価・改善指導 
 (4) 生産の機械化・省力化 
 (5) 販売方法の改善   

２ 小規模な経営体の生産の効率化 
 (1) 地域にとって適切な共同生産方式の 
     合意形成・導入 
 (2) 共同利用機器等の効率的な整備 

３ 若者・女性等の取組促進 
 (1) 漁協青年部・女性部等の研究活動や 
        実践的取組の促進 

 漁業者の精神的
な充足度をアン
ケート調査等で定
量化のうえ評価 

・漁業生産力の低下の懸念 ・漁業担い手の減少・高齢化 
（震災前からの構造的問題） ・漁村コミュニティーの活力低下の懸念 

本県の漁業就業者数の推移と将来予測 
資料：農林水産省（漁業センサス）を加工 
※ 将来予測は、コーホート変化率法による推測値 

本県の個人漁業経営体数の推移（専・兼業別） 
資料：農林水産省（漁業センサス）を加工 
※ H25年の専業は、がんばる養殖参画者（492人）を含む 

２ 次代を担う就業希望者の確保 
 (1) 長期研修機会の提供 
 (2) 雇用型の就業機会の提供 
 (3) 新規参入時の初期投資の軽減 
 (4) 生活面の支援体制の強化 ３ 就業情報の発信強化 

 (1) 漁業就業支援フェアへの出展等  
 (2) 漁業体験・学習機会の提供  
  (3) 県内の水産系高校・大学との連携強化 
 

１ 市町村単位の漁業担い手対策協議会等の設立 

 (1) 各市町村の人口減少対策等を踏まえた漁
業担い手対策の推進 
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【地域漁業のかなめ】 

・ひと（漁業担い手） 

【使命（水産基本法）】 

・水産業の健全な発展 

・水産物の安定供給 

【就業の魅力】 

・充分で安定した所得 

・やりがい、将来への希望等 

地域 
漁業 

【行動計画（地域再生営漁計画）】 
 
・地域の実情に即した漁業生   
 産の回復 

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

岩手県漁業担い手
育成ビジョン
2016-2019

　・漁業担い手対策について、漁業者、漁協、市町村、県等が目指す姿を共有し、役割分担のも
とで「地域再生営漁計画」の確実な実行を推進するための全県的な取組指針
　・県が策定
　・中期（H28～31の４年間）のビジョン
　　※　「地域再生営漁計画」の進捗状況により、必要に応じてH30に中間見直しを行う

地域再生営漁計画

※　H26年度末までに
全沿海地区漁協（24
漁協）が策定済

　・人づくり（漁業担い手）、場づくり（漁場利用）、価値づくり（付加価値向上等）の視点から漁業
生産の回復を目指す、漁協による震災からの地域漁業と漁村の再生計画
　・漁協が策定（計画実行中）
　・中期（３～５年間）の地域別アクションプラン

次期計画漁協A

漁協B

漁協C…

中間見直し

次期計画

次期計画

※ 岩手県漁業士を対象にアンケート調査を実施し、漁業就業に対する満足度の評価を３点（非常に満足）～－３ 
点（非常に不満）の７段階で採点した場合の平均点。 

資料２ 


